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City Topics
まちの話題

　昨年４月にオープンした新居浜市防災セン
ターの利用者が、延べ 5,000 人を突破しました。
　節目の利用となったのは、見学で訪れた金栄
小学校の６年生約 60 人。防災センターのエン
トランスで記念セレモニーが行われ、子どもた
ちがくす玉を割って達成を祝いました。
　セレモニーでは、加藤副市長が児童代表の細
川哲

さとかず

寿君と高橋海
み

結
ゆう

さんに記念品を贈呈。細川
君は「昨年、防災学習を通じて自助、共助の大
切さについて改めて考えた。防災センターでは
体験や見学などに真剣に取り組みたい」と笑顔
を見せました。

２/12

郵便局と包括連携協定を締結２/12

　別子中学校３年の三浦あすかさんが「JICA
国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト
2020」の中学生の部で最優秀賞（文部科学大臣
賞）に輝きました。三浦さんは、地元住民の知
恵と別子中学生のアイデアを生かした野菜作り
を通し、地域活性化に取り組んでいます。
　エッセーでは、別子の高齢化・過疎化は途上
国が発展に伴い直面する課題とし、「別子の活
性化が世界の未来の課題解決に一つの道を示せ
る」と熱い思いをつづりました。三浦さんは「活
動に関わり、応援してくれる全ての人たちに感
謝でいっぱい」と受賞の喜びを語りました。

世界の未来への思いをエッセーに

防災センター利用者5,000人達成

　地域活性化につなげるため、日本郵便株式会
社と包括連携協定を締結しました。
　「安心・安全な暮らしの確保に関すること」や
「地域経済産業・コミュニティの活性化」など５
項目。まずは、「フラワーパートナー連携による
花いっぱい運動」として、市内各郵便局にプラ
ンターを設置し、窓口で花の種をプレゼントし
ました。
　宮崎好

こ う た ろ う

太郎新居浜郵便局長は「市内 23 局が
一致団結し、少しでも地域に貢献したい。市内
を花いっぱいにするところから始めたい」と意
欲を示しました。

２/19

2/11

　大規模リニューアルした市民体育館の完成記
念式典が開催されました。
　リニューアルでは、スポーツ施設として大幅
な機能向上、避難所としての快適さを高めるの
が狙い。競技場に空調設備を整備し、トイレや
更衣室、トレーニング室などを改修。市スポー
ツ協会から寄贈された本市出身のオリンピアン
などの顕彰パネルを設置しました。
　式典の後、記念講演会では、元サッカー日本
女子代表の丸山桂里奈さんがリモートで出演。
来場者は 2011 年開催の女子ワールドカップの
話などに、耳を傾けていました。

安全で快適な体育館へ

※記事内の学年や肩書は令和２年度のものになります
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　災害対応力を身につける市防災センターの開
館１周年を記念したイベント「親子防災スター
トDay」が消防防災合同庁舎で開催されました。
　東日本大震災から 10 年経ち、改めて防災・
減災について親子で学んでもらおうと実施。地
震や火事を想定した疑似体験のほか、庁舎内に
ある災害対策本部や通信指令室を見学しまし
た。
　災害時に活躍する 40m 級はしご車やパト
カー、自衛隊車両、重機も勢ぞろい。子どもた
ちは「かっこいい車がたくさん」「はしご車の大
きさにびっくりした」と目を輝かせていました。

親子で学ぶ「防災」３/14

※応募数により、月によって写真のサイズは変わる場合がありますのでご了承ください。

平成 31年・令和２年４月生まれのお子さんを紹介します。

令和元・２年６月生まれのお子さんの写真を募集します。
締め切りは、５月６日㈭（執務時間中必着）です。
【応募方法】お子さんの写真・氏名（ふりがな）・性別・生年月日、

住所、保護者氏名、昼間連絡がとれる電話番号、20 字以内の
コメントを添えて、下記へ郵送・持参・メール（JPEG 形式）し
てください。記入に不備があった場合は、掲載できないことが
あります。掲載・非掲載に関わらず、写真は返却できません。
【応募先】〒 792-8585　秘書広報課 広報係 （３階南） 

☎ 65-1251　 hisyokouhou@city.niihama.lg.jp
※メール応募の場合…送信後２～３開庁日内に受付完了の返
　信がない場合は、秘書広報課までご連絡ください。

松浦伊
い ぶ き

吹くん
平成 31 年４月６日生
2 歳おめでとう！
いぶくん大好きだよー♡

中村心
ここね

音ちゃん
平成 31 年４月 19 日生
2 歳おめでとう♡
元気に大きくなってね♪

岡田茉
まおん

穏ちゃん
令和２年４月８日生
い っ ぱ い 食 べ て い っ ぱ い
笑って大きくなってね♡

　新居浜市出身のイラストレーター真鍋博さん
（1932 年～ 2000 年）に関係する作品資料が、
田坂冨

ふ み こ

美子さんと鈴木暉
き

三
み

弘
ひ ろ

さんから市に寄贈
されました。寄贈されたのは、書籍や原画写真
など合わせて約 450 点。
　真鍋さんはイラストレーターの先駆者ともい
われ、SF 小説の挿絵や、独創的な未来を描いた
作品などで知られる存在です。
　市長の感謝の言葉に対し、鈴木さんは「真鍋
さんの几帳面な性格がうかがえる資料がたくさ
んある。今後、市民の皆さんに見ていただく機
会があれば嬉しい」と笑顔で応えました。

３/９ 貴重な資料　市の文化振興に貢献

応募フォーム
はこちら
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